
記入日 月 日

A 施設・学校の種別、回答者について。

Q1　施設学校の種別 Q2 回答者の立場（主なものを選択してください）

□小学校 □中学校 □中等教育学校 □学年担当・教科担当

□特別支援学校 □高校 □学校行事担当

□フリースクール □教務主任

□その他（　　　　　　　） □施設職員

□その他（　　　　　　　　　　　）

B 用語の認知度　※この設問は、回答されている方個人の認識をお伺いします。

Q3　「アウトリーチ」という用語を知っていますか？

C 過去３年間のアウトリーチ活動の受け入れ状況についてお答えください。

※以降のQ3〜Q10は「学校・施設として」お答えください。 対象期間：過去３年間（2023年〜2025年度）

Q4　アウトリーチ活動を受け入れた実績はありますか？

Q5　受け入れた芸術分野・回数を教えてください。（複数回答可）

〈芸術分野〉

□音楽（演奏・合唱等） □演劇・ミュージカル □ダンス・舞踏 □美術・工芸

□伝統芸能 □メディア芸術（映画・アニメ・マンガなど） □その他

〈受け入れた回数〉※これまでで最多の年の回数をご回答ください。

年間のべ　　　 回 その際、受け入れ側の工夫の有無（事前事業やアンケートなど）：有　・　無

→設問Dへ進んでください。

Q6　現在、受け入れていないが、機会があれば受け入れたいと思いますか？

こどもの文化芸術アウトリーチ活動に関するアンケート調査票

一般社団法人PLAY ART せんだい・仙台市/仙台市市民協働事業提案制度

所要時間　約5〜7分

1校につき1部ご回答下さい。

初めて知った 言葉は聞いたことがある なんとなく意味を

知っている

内容を説明できる

□ □ □ □

□思う □思わない

□ある（→Q5へ） □ない（→Q6へ） □わからない（Q12へ）

このアンケートは仙台市内の学校・施設における文化芸術アウトリーチ活動の実態を把握し、こどもたちへの

活動をより充実させることを目的としています。回答内容は調査・分析のため統計的に処理し、個人・施設が

特定される形での公表はいたしません。これまでのアウトリーチ活動の受け入れに関して、実態を把握されて

いる方にご回答をお願いいたします。

【アウトリーチ活動とは】

芸術家や文化団体が学校・施設に出向いて行う、鑑賞・体験・交流等のプログラムを指します。（芸術分野：音楽、

演劇、ダンス、美術・工芸、伝統芸能、メディア芸術など）



Q7　 受け入れていない・しにくい理由や課題は何ですか？（複数回答可）

→Q12に進んでください

D 活動の効果・今後の意向

Q8　参加したこどもたちの様子や受け入れ施設の実感として、アウトリーチの総合的な満足度はいかがでしたか。

□満足 □やや満足 □ふつう □やや不満 □不満

Q9　アウトリーチ活動を通じて、こどもたちに変化はありましたか？（複数回答可）

Q10　他の授業や普段の活動との横断的な連携は行いましたか？　

Q11　アウトリーチ活動を今後も継続して受け入れたいですか？

Q12　 学校生活の中で、こどもたちが文化芸術に触れる機会が十分に確保されていると感じますか？

Q13　 アウトリーチ活動について、要望・課題・その他ご意見がありましたら、ご自由にお書きください。

学習発表会につなげた、ワークショップで経験したことを普段の授業やプログラムに取り入れた等

□予算・費用の問題 □授業時数・時間

の確保が困難

□情報不足、手配方法

が分からない

□学校側の担当者が不

在

□業務負担の問題 □必要性を感じない □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

お忙しい中、ご回答ありがとうございました。問合せ：一般社団法人PLAY ART せんだい/090-1933-9823  仙台市文化振興課/0222146156

□積極的に行っていた □一部行っていた □行っていない

□受け入れたい □できれば受け入れたい

□十分に確保されてい

る

□ある程度

確保されている

□あまり確保

されていない

□不足している

□わからない

※理由を教えてください

※具体事例があれば教えてください。

※理由を教えてください

□受け入れたくない

□授業・日常での

発言が増えた

□「面白い」以上の感想・

気付きがみられた

□変化は感じなかった

□新しい物事や他者への興

味・関心が広がった

□表現力・想像力

が高まった

□コミュニケーションが

活発になった

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


